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職場体験学習において事業所側が抱える課題についての検討
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問題の所在及び目的
職場体験学習は生徒が事業所などの職場で働く

ことを通じて，職業や仕事の実施について体験し

たり，働く人々と接したりする学習活動である。

生徒にとって職場体験学習は望ましい勤労観・職

業観を身に付ける機会であり，事業所にとって次

代を担う人材の育成をする機会であることを文部

科学省（ ）で強調されている。寺崎（ ）

では販売，福祉，建築，製造，飲食，農林漁業の

事業所を対象に調査を行い，職場体験学習は指導

員をつけることによる生産効率の低下を招くと事

業所の負担について述べている。本研究では先行

研究で対象となっていない，職場体験学習を受け

入れている役場が抱える課題について明らかにす

ることを目的とする。

調査及び分析の方法
職場体験学習として中学生を受け入れている事

業所の一つである 県の 町役場を調査対象とし

た。 年 月に，今年度指導にあたった男性

名に対して 分程度の半構造化インタビューを

行った。半構造化インタビューでは職場体験学習

の受け入れの実情について質問を行った。得られ

た回答をリライトし，意味のあると判断した 文

（ 語）を分析対象として， （木下 ）

の手法を参考に 概念化（文の意味のまとまりで

分類）， カテゴリーの統合（概念を整理）， 確認，

修正， 再確認という手順でカテゴリーを分類

した。妥当性を本研究に関心を持つ 名と研究者

名で一致率によって検討した。一致率は ％

であった。

結 果
にカテゴリーの出現数（実数）を示す。

半構造化インタビューで得られた回答は事業所に

関する内容の「事業所」と生徒に関する内容の「生

徒」の つのカテゴリーに分類した。「事業所」の

カテゴリーについて「受け入れ」では事業所から

中学校に対して生徒の人数を制限せずに 名程度

受け入れていることがわかった。「悩み」では事務

作業が中心の事業所であるため生徒に業務につい

て説明することができるが体験させることはでき

ないこと，「工夫」ではイベントがある部署に生徒

が配属するよう時間調整を行っていることがわか

った。「生徒」のカテゴリーの「職場」では生徒の

担当の職場，「活動」ではオリエンテーションを含

む生徒が活動した内容，「様子」では活動中の生徒

の様子があった。「成長」では体験の最終日や事後

報告の発表会での感想から窺える生徒の成長につ

いて事業所の語りがあった。

考 察
「悩み」より事業所は生徒に普段行っている業

務についての説明をすることはできるが職場体験

学習の趣旨に沿うのかという不安を抱いていた。

この「悩み」を解決するために，「工夫」より事業

所は事前に各課の予定を調査したり当日の時間調

整をしたりして生徒がなるべく多くの業務を体験

できるようにしていた。事業所は職場体験学習で

生徒がより良い体験ができるよう，尚且つ趣旨に

沿うように体験中心の活動にしようとすると準備

が不可欠となり様々な工夫も必要となる。職場体

験学習において事業所が抱える課題は「悩み」を

解消するために「工夫」が増え，場合によっては

「悩み」が解消されず積み重なっていくことなの

ではないだろうか。また，「成長」より生徒が学習

したということが窺えるため，事業所は職場体験

学習に対して好印象を持っていると考えられる。

今後の課題として他の事業所にも調査を実施す

ることで職場体験学習における様々な事業所の課

題を明らかにしていきたい。

カテゴリー サブカテゴリー 例文 出現数

受け入れ 今年は3名ですね
悩み 事務作業が基本の職場なんですね
工夫 各課のローテーションもさせています

職場 建設課と健康課,商工観光課ですね
活動 最初にオリエンテーションみたいな形で,役場のことも説明します
様子 チームでフォローしているんじゃないでしょうか
成長 仕事に対する責任感っていうものをやっぱり持って過ごしていきたいという感想

事業所

生徒

Table 1 カテゴリーの出現数（実数）
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合唱コンクールによる学級集団の変容に関する一考察
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問題と目的

学校行事はコミュニケーション能力や生徒の自

主性を高めるために有効である。数ある学校行事

の中でも本研究では,合唱コンクールに注目する。

高橋(2018)によると，合唱コンクールは教師生徒

関係の向上や集団内の関係づくりにおいて重要で

あると指摘している。学校行事は学級経営の側面

において重要な役割を担っていると考えられる。

本研究では，合唱コンクールにより対人関係に及

ぼす影響を明らかにすることが目的である。

方 法

調査対象：A 県公立 B 中学校に通う 486 名 (中学

1 年生 132 名，中学 2 年生 176 名，中学 3 年生 178
名)。
調査時期：合唱コンクール後の平成ＸＸ年 10 月

下旬に実施。

調査手続き：「合唱コンクールに取り組むうえで，

学級内で印象に残ったことはありましたか。思い

出せる範囲で具体的に記入してください。」と教示

文し，自由記述による回答を求めた。分析には，

田中 (2014) に依拠し，KH Coder とＲを使用した。

結 果

本研究で使用した文章は 601文，総抽出語は 13，
024 語であった。分析結果は，KH Coder による共

起ネットワーク分析とＲによる共起ネットワーク

の媒介中心性を計算し得点を抽出した。共起ネッ

トワークを設定する際に，ネットワークの煩雑を

防ぐため，今回は名詞のみに注目した。媒介中心

性得点においては，「最初」「印象」「気持ち」が上

位に見られた (Table 1)。
考 察

本研究の結果，中学生は合唱コンクールを行う

ことで，「取り組む前の心情」「取り組む中で生ま

れる人間関係の変化」を感じていることが示唆さ

れた (Figure 1)。「最初」から「練習」や「合唱」

につながっていることから ,上手く行えるかどう

か不安を感じていることが考えられる。「印象」か

ら「クラス」「全員」とつながっていることから,活

動していく中で，他者に対する見方が変容し,集団

内の関係性に変化が出ていることを捉えていると

示唆される。また活動が終盤になるにつれ，生徒

自身の気持ちや学級の雰囲気が変化していること

も考えられる。合唱コンクールを実施することに

より，生徒同士の関係性が一時的に広がり，普段

関わることのない他者の新たな一面を知る機会が

得られることが示唆される。教師が指導に当たる

際に，活動に取り組む前にどう指導を行うべきか

重要であると考える。集団活動の良さを生徒に伝

えること ,一人一人が合唱コンクールに関与でき

る環境づくりを活動前に行うことにより ,学級集

団づくりを有効にすることが言えよう。

媒介中心性得点

自由記述による合唱コンクールの共

起ネットワーク

順位 抽出語 媒介中心性得点

最初

印象

気持ち

合唱

パート
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